
妊娠前から感染リスクを避けるようにしましょう。

感染症
注意
しよう！

健康な妊娠・出産のために

私たちの周囲には、細菌やウイルスが無数に存在します。
これらの中には、不妊の原因となるものや、妊娠の経過や
お腹の赤ちゃんに悪い影響を与えるものもあることが知られています。

妊娠前の検査や治療、予防接種で赤ちゃんへの
感染予防が可能なものもあります。
感染が心配な方は保健所やかかりつけ医に相談しましょう。

主な感染症の例

性行為からの感染

◆ HIV・エイズ
　（後天性免疫不全症候群）

◆ 梅毒

◆ 性器ヘルペス

◆ 尖圭コンジローマ

◆ 淋菌感染症（淋病）

◆ 性器クラミジア感染症＊

　　＊女性の感染症の6割を占め、10～20代の若年層に多い。

食べ物からの感染

◆ リステリア

◆ トキソプラズマ

人からの感染

◆ 風疹

◆ 水痘

◆ サイトメガロウイルス

◆ 麻疹

◆ おたふくかぜペットからの感染

◆ トキソプラズマ

◆ オウム病

妊娠前から感染リスクを避けるようにしましょう。
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